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／
伽
耶
が
連
合
国
家
と
な
る
／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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憲
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れ
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／
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／
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れ
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／
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れ
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／
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仏
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仮
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／
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仮
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れ
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／
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／
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仮
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ま
る
／
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仙
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／
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／
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／
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澄
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／
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／
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仁
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仁
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／
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／
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仁
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萼
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／
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萼
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／
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れ
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／
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／
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れ
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／
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／
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／
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／
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／
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仮
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れ
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れ
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仮
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が
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仮
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／
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仮
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／
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れ
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／
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字
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展
開
す
る
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三
〜
一
六
世
紀
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和
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が
混
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す
る
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台
座
主
に
就
く
／『
愚
管
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仮
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／
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仮
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仏
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仮
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／
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仮
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／
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仮
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／
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れ
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れ
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家
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語
』
を
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宗
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普
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す
る
　
180
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の
往
来
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発
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／
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合
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易
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行
わ
れ
る
／
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／
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が
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済
宗
を
も
た
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／
道
元

が
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洞
宗
を
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え
る
／
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く
の
僧
侶
が
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に
留
学
す
る
／
入
明
僧
が
次
第
に
減
少
す
る
／
来
日
し
た
僧
が
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い
に
活
躍
す
る
／
鎌

倉
幕
府
が
禅
宗
を
重
視
す
る
／
一
山
一
寧
が
広
く
尊
敬
さ
れ
る

3

五
山
文
学
が
隆
盛
を
極
め
る
　
191

純
粋
な
漢
文
が
求
め
ら
れ
る
／
五
山
で
文
学
が
盛
ん
に
な
る
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一
休
宗
純
が
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場
す
る
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五
山
が
衰
退
す
る
／
朱
子
学
が
五
山
で

講
じ
ら
れ
る
／
漢
文
の
注
釈
を
筆
記
す
る
／
漢
字
を
省
画
す
る
書
き
方
が
広
ま
る
／
博
士
家
で
は
家
説
を
秘
伝
と
す
る
／
地
方
で

中
国
研
究
の
気
運
が
高
ま
る
／
新
し
い
訓
法
が
提
唱
さ
れ
る
／
北
条
実
時
が
金
沢
文
庫
を
創
設
す
る
／
上
杉
憲
実
が
足
利
学
校
を

中
興
す
る



4

唐
音
が
用
い
ら
れ
る
　
204

中
国
江
南
の
音
が
唐
音
と
し
て
伝
わ
る
／
入
声
韻
尾
が
消
滅
す
る
／
キ
ャ
タ
ツ
（
脚
立
）
と
発
音
さ
れ
る
／「
炬
燵
（
こ
た
つ
）」

が
で
き
あ
が
る
／「
鸚
哥
（
い
ん
こ
）」
が
伝
来
す
る
／
ŋ
韻
尾
が
ン
と
書
か
れ
る
／
字
音
が
日
本
で
独
自
に
変
化
す
る

5

印
刷
が
始
ま
る
　
210

書
道
が
誕
生
す
る
／
和
様
が
生
じ
る
／
古
筆
が
珍
重
さ
れ
る
／
版
経
が
出
現
す
る
／
中
国
人
の
彫
工
が
活
躍
す
る
／
金
属
活
字
が

伝
来
す
る
／
半
濁
点
が
用
い
ら
れ
る

第
5
章

漢
字
が
普
及
す
る
　
一
七
〜
一
九
世
紀
中
頃

1

商
業
出
版
が
出
現
す
る
　
220

古
活
字
版
が
印
刷
さ
れ
る
／
徳
川
家
康
が
活
字
印
刷
を
命
じ
る
／
銅
活
字
が
作
ら
れ
る
／
和
書
が
活
字
出
版
さ
れ
る
／
豪
華
活
字

本
が
製
作
さ
れ
る
／
商
業
出
版
が
成
立
す
る
／
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
出
現
す
る
／
江
戸
が
出
版
の
中
心
に
な
る
／
貸
本
屋
が
活
躍
す

る

2

儒
学
が
広
く
学
ば
れ
る
　
231

庶
民
教
育
が
盛
ん
に
な
る
／
寺
子
屋
教
育
が
普
及
す
る
／
儒
学
が
広
く
学
ば
れ
る
／
徳
川
家
康
が
儒
学
者
を
重
用
す
る
／
藩
校
や



私
塾
が
設
立
さ
れ
る

3

唐
通
事
・
黄
檗
僧
が
活
躍
す
る
　
236

長
崎
が
唯
一
の
海
外
貿
易
港
と
な
る
／
唐
通
事
が
長
崎
に
置
か
れ
る
／
唐
通
事
は
家
業
と
し
て
世
襲
さ
れ
る
／
清
と
盛
ん
に
交
易

す
る
／
明
・
清
か
ら
僧
侶
が
来
日
す
る
／
隠
元
が
黄
檗
宗
を
伝
え
る
／
心
越
が
徳
川
光
圀
に
庇
護
さ
れ
る
／
黄
檗
宗
が
各
地
に
広

ま
る
／
了
翁
・
鉄
眼
が
活
躍
す
る

4

唐
話
が
流
行
す
る
　
247

徳
川
綱
吉
が
天
和
の
治
を
致
す
／
柳
沢
吉
保
は
学
問
を
好
ん
だ
／
荻
生
徂
徠
が
柳
沢
吉
保
に
仕
え
る
／
徂
徠
は
政
治
と
文
芸
を
重

ん
じ
る
／
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
を
否
定
す
る
／
徂
徠
が
中
国
口
語
を
学
ぶ
／
岡
島
冠
山
が
徂
徠
の
研
究
会
に
招
か
れ
る
／
冠
山
が

唐
話
を
教
授
す
る
／
冠
山
は
新
た
な
小
説
を
志
し
て
い
た
／
白
話
小
説
が
流
行
す
る
／
文
雄
が
『
磨
光
韻
鏡
』
を
著
す
／
本
居
宣

長
が
字
音
仮
名
遣
い
を
提
唱
す
る

5

文
人
が
輩
出
す
る
　
261

『
唐
詩
選
』
の
評
価
が
高
ま
る
／
儒
者
が
文
人
化
す
る
／
女
流
漢
詩
人
が
活
躍
す
る
／
江
馬
細
香
が
詩
に
生
き
る
／
漢
文
の
戯
作
が

出
現
す
る
／『
唐
詩
笑
』
が
出
版
さ
れ
る
／
狂
詩
が
大
評
判
と
な
る
／
節
用
集
が
庶
民
に
利
用
さ
れ
る
／
さ
ま
ざ
ま
な
辞
書
が
出
版

さ
れ
る



第
6
章

漢
字
が
大
衆
化
す
る
　
一
九
世
紀
中
頃
以
降

1

明
朝
体
が
用
い
ら
れ
る
　
274

明
朝
体
が
製
作
さ
れ
る
／
明
朝
体
の
製
作
法
が
改
良
さ
れ
る
／
日
本
に
明
朝
体
が
伝
わ
る
／
築
地
体
・
秀
英
体
が
作
ら
れ
る
／
出

版
が
大
衆
化
す
る
／
近
代
的
な
漢
和
辞
典
が
登
場
す
る
／
諸
橋
轍
次
が
『
大
漢
和
辞
典
』
を
編
集
す
る

2

漢
語
が
急
増
す
る
　
281

小
学
校
で
漢
字
が
教
え
ら
れ
る
／
教
育
漢
字
が
公
布
さ
れ
る
／
書
き
順
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
／
大
量
の
漢
語
が
作
ら
れ
る
／
近

代
中
国
語
を
表
記
に
用
い
る
／
漢
字
を
当
て
て
書
く

3

漢
字
制
限
が
提
唱
さ
れ
る
　
288

漢
字
御
廃
止
之
議
が
建
白
さ
れ
る
／『
ま
い
に
ち　

ひ
ら
が
な　

し
ん
ぶ
ん
し
』
が
創
刊
さ
れ
る
／
福
沢
諭
吉
が
漢
字
制
限
を
唱
え

る
／
矢
野
龍
渓
が
漢
字
制
限
の
実
施
を
明
言
す
る
／
使
用
漢
字
の
目
安
が
示
さ
れ
る
／
漢
字
節
減
の
標
準
が
議
論
さ
れ
る
／
国
語

調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
／
字
体
整
理
案
が
発
表
さ
れ
る
／
新
聞
社
が
漢
字
制
限
を
提
案
す
る
／
常
用
漢
字
の
実
施
が
不
可
能

と
な
る
／
標
準
漢
字
表
が
提
案
さ
れ
る

4

当
用
漢
字
表
が
告
示
さ
れ
る
　
302



敗
戦
直
後
、
漢
字
廃
止
が
主
張
さ
れ
る
／
当
用
漢
字
表
が
告
示
さ
れ
る
／
漢
字
字
体
が
整
え
ら
れ
る
／
書
き
換
え
が
実
施
さ
れ

る
／
常
用
漢
字
表
が
告
示
さ
れ
る
／
新
聞
社
は
独
自
に
対
応
す
る
／
人
名
用
漢
字
が
公
布
さ
れ
る
／
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
が
制
定
さ
れ

る
／
常
用
漢
字
表
が
改
定
さ
れ
る
／
漢
字
出
現
頻
度
数
を
七
〇
年
前
と
比
較
す
る
／
日
中
の
漢
字
使
用
数
を
対
照
す
る
／
日
本
語

の
国
際
化
に
向
け
て
漢
字
使
用
を
見
直
す

索
　
　
引
　
319


